
【法人に関する基礎情報】

名称 有限会社　アリタサービス

事務所・事業場の 本社：福岡県北九州市八幡西区下畑町４番２１号

所在地 事業所：福岡県北九州市八幡西区夕原町７－３

設立年月日 平成12年10月5日

資本金・出資金 １,０００万円

代表者 代表取締役　有田　康宏

役員等 代表取締役　有田　康宏　（平成２６年４月８日就任）

専務取締役　有田　郷志　（平成２６年４月８日就任）

取締役　　　　有田　敬一　（平成２６年４月１８日就任）

取締役　　　　花田　豊仁　（平成２７年１１月２５日就任）

取締役　　　　金子　勝実　（令和３年９月１６日就任）

従業員数 ３８名

事業の内容 昭和55年　9月：北九州市下畑にて起業

平成12年　4月：北九州市一般廃棄物収集運搬業許可取得（個人）

平成12年10月：有限会社アリタサービス設立

平成13年　2月：北九州市一般廃棄物収集運搬業許可取得（法人）

平成16年11月：福岡県産業廃棄物取集運搬業許可取得

平成18年　9月：エコアクション２１認証所得

平成23年　8月：山口県産業廃棄物収集運搬業許可取得

平成25年　2月：佐賀県産業廃棄物収集運搬業許可取得

平成２５年 3月：熊本県産業廃棄物収集運搬業許可取得

平成26年　4月：代表取締役有田康宏就任

平成27年　5月：ゼロエミッションに取り組み廃プラスチック類のリサイクルシステム

　　　　　　　　　　を構築

　　　　　　　6月：北九州市産業廃棄物処分業許可取得

　　　　　　　6月：皇后崎工場稼働

　　　　　　１０月：業務拡張に伴い増トンパッカー車増車

平成28年　1月：業務拡張に伴い１０ｔ　ウイング車導入

　　　　　　　8月：資本金を１,０００万に増資

平成29年  3月:：業務拡張に伴い１０ｔ　ウイング車増車

　　　　　　　4月：福岡県経営革新企業認定

令和元年　9月：一般貨物運送事業許可取得

　　　　　　11月：福岡県産業廃棄物収集運搬業許可優良認定取得

令和２年 ６月：山口県産業廃棄物収集運搬業許可優良認定取得

　　　　　　６月：北九州市産業廃棄物処分業許可優良認定取得

　　　　　　８月：北九州市認定産業廃棄物処理業者取得

　　　　　　８月：佐賀県県産業廃棄物収集運搬業許可優良認定取得

　　　　　１２月：熊本県産業廃棄物収集運搬業許可優良認定取得

　　　　　１２月：広島県産業廃棄物収集運搬業許可取得



事業の内容 令和３年４月：福岡県八女市に食品リサイクル工場開設

　　　　　４月：宮崎県産業廃棄物収集運搬業許可取得

　　　　　５月：福岡県産業廃棄物処分業許可取得

　　　　　６月：鹿児島県産業廃棄物収集運搬許可取得

　　　　　７月：大分県産業廃棄物収集運搬業取得

　　　　１１月：北九州SDGｓ登録事業所として登録



【事業計画の概要】

１．事業の全体計画
福岡県・佐賀県・熊本県・大分県・宮崎県・鹿児島県の各事業所及び食品等の製造工場より排出される
産業廃棄物をキャブオーバー又は塵芥車を使用して収集し、北九州エコレム協同組合等に搬入する。

２．取り扱う産業廃棄物種類及び運搬量

産業廃棄物の 運搬量 予定排出事業所の 積替保管 予定運搬先の名所及び所在地
種類 （ｔ/月） 名称及び所在地 について （処分場の名称及び所在地）

株式会社西原商事
北九州市八幡西区陣原2-2-21
ホクザイ運輸株式会社
北九州市小倉北区西港町72-32
ひびき開発株式会社
北九州市若松区大字小竹地先
ヤクシン開発株式会社
北九州市八幡西区大字野面168-1

ヤクシン開発株式会社
北九州市八幡西区大字野面168-1

（株）アサヒプリッテク北九州工場
北九州市門司区新門司3-81-5
喜楽鉱業株式会社
北九州市若松区響町1-64
北九州エコレム協同組合
北九州市若松区響町1-12-5
有限会社アリタサービス
北九州市八幡西区皇后崎町15-8
ヤクシン開発株式会社
北九州市八幡西区大字野面168-1

ヤクシン開発株式会社
北九州市八幡西区大字野面168-1

（株）アサヒプリッテク北九州工場
北九州市門司区新門司3-81-5
ヤクシン開発株式会社
北九州市八幡西区大字野面168-1

ひびき開発株式会社
北九州市若松区大字小竹地先

動物系固形 北九州エコレム協同組合
不要物 北九州市若松区響町1-12-5

（株）アサヒプリッテク北九州工場
北九州市門司区新門司3-81-5
（株）アサヒプリッテク北九州工場
北九州市門司区新門司3-81-5
北九州エコレム協同組合
北九州市若松区響町1-12-5

石綿含有 ひびき開発株式会社
産業廃棄物 北九州市若松区大字小竹地先

水銀使用製品 株式会社ジェイ・リライツ
産業廃棄物 北九州市若松区響町1-62-17

水銀含有 ひびき開発株式会社

ばいじん等 北九州市若松区大字小竹地先

性状

なし

3 燃え殻 0.5ｔ/月 固形 なし
県内焼却炉
設置事業所

1

2 木くず 2ｔ/月 固形 県内工事現場

紙くず 2ｔ/月 固形 県内印刷工場 なし

5 繊維くず 1ｔ/月 固形 なし
県内繊維工場

製造業

4 がれき類 2ｔ/月 固形 県内建築現場 なし

7 汚泥 1ｔ/月 固形 なし
県内食品

製造加工工場

6 廃油 1.5ｔ/月 固形 なし
県内食品

製造加工工場

9 廃プラスチック類 20ｔ/月 液体 なし
県内食品

製造加工工場

8 動植物性残さ 30ｔ/月 液体 なし
県内食品

製造加工工場

11 ガラス屑等 2ｔ/月 固形 県内工事現場 なし

10 金属くず 0/5ｔ/月 固形 県内家電量販店 なし

13 鉱さい 0/5ｔ/月 固形 県内鋳物工場 なし

12 ゴムくず 0/5ｔ/月 固形 県内ゴム工場 なし

15 2ｔ/月 固形 なし
県内食肉屠畜場

食肉製造加工工場

14 ばいじん 0/5ｔ/月 粉体 なし
県内焼却炉
設置事業所

17 廃アルカリ 2ｔ/月 固形 なし
県内飲料
製造工場

16 廃酸 2ｔ/月 固形 なし
県内製薬
製造工場

19 1ｔ/月 液状 県内建設現場 なし

18 動物の死体 1ｔ/月 液状 県内家畜事業所、 なし

21 0/5ｔ/月 固形 県内事業所 なし

20 0/5ｔ/月 固形 県内事業所 なし



事業計画の概要解説

事業計画の概要は、産業廃棄物処理業許可申請時の添付書類と同じ内容。
具体的には、「事業の全体計画」「収集運搬・処分する産業廃棄物の運搬量・処分量」「収集運搬・処分
業務の具体的な計画、環境保全措置の概要」を公表する。
※情報の一般公開である事から、企業秘密に触れるような情報については省略



【許可の内容（事業の範囲）】

有 無
積替保管なし
許可の条件なし
積替保管なし
許可の条件なし
積替保管なし
許可の条件なし
積替保管なし
許可の条件なし
積替保管なし
許可の条件なし
積替保管なし
許可の条件なし
積替保管なし
許可の条件なし
積替保管なし
許可の条件なし

（ふん尿を除く一般 （Ａ類から生ごみを （浄化槽を清掃した
廃棄物）生ごみ・紙類除いたもの） 際に生じる汚泥に 積替保管施設の所在地及び

・缶・びん・ペット 限る） 面積許可の条件

ボトル等

有 無
積替保管なし
許可の条件なし

令和8年6月28日

北九州市
令和2年6月8日

第０７６２００７４９４３ 廃プラスチック類

● ● ● ● ● ● ● ● ●

令和8年7月7日

鹿児島県 ●
令和3年6月29日

第０４603074943 ●

令和7年12月13日

●大分県 ●
令和3年7月8日

第04408074943 ● ● ●

●● ● ● ● ● ● ● ●広島県 ●
令和2年12月14日

● ● ● ● ●

● ●

第０3400074943 ● ● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

●

● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ●● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

宮崎県 ●
令和3年4月28日

第０４１０１０７４９４３ ● ● ● ● ●
令和8年4月27日

Ａ類

●

Ｂ類 Ｄ類

北九州市 ●
平成31年　２月２６日

北九一廃　第０４９号
平成33年　２月２５日

都道府県及び
政令都市

積替
保管

許可の年月日
及び有効年月日

許可番号

令和8年5月17日

一般廃棄物収集運搬業 許可項目（事業の範囲） その他

産業廃棄物処分業 許可項目（事業の範囲） その他

福岡県
令和3年5月18日

第０７６２００７４９４３ 動植物性残渣

4.8ｔ/日（8時間）

16.9ｔ/日（8時間）

破砕
令和9年6月7日 圧縮

乾燥 8.1ｔ/日(8時間)

● ● ●
令和9年 8月16日

● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ●

● ●
令和5年3月3日

佐賀県 ●
令和2年 8月17日

第０４１０１０７４９４３ ●

● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ●熊本県 ●

● ●

平成30年3月7日
第０４３０５０７４９４３ ● ●

● ● ● ● ●
令和9年 6月 １日

● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ●

● ●

山口県 ●
令和２年 6月 2日

第０３５０００７４９４３ ●

● ● ● ●● ● ● ● ● ●福岡県 ●
令和1年11月 ８日

第０４００００７４９４３ ● ●
令和8年11月 ７日

家
畜
の
ふ
ん
尿

家
畜
の
死
体

動
物
系
固
形
不
要
物

● ● ● ●

ガ
ラ
ス
く
ず
及
び
陶
磁
器
く
ず

● ●

産業廃棄物収集運搬業 許可項目（事業の範囲） その他

都道府県及び
政令都市

積替
保管

許可の年月日
及び有効年月日

許可番号

燃
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殻

汚
泥

廃
油
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所在地及び面積

許可の条件

鉱
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い
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類

ダ
ス
ト
類
（

ば
い
じ
ん
）
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号
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【施設等の状況】

【収集運搬車輛一覧】

積載可能寸法
(長さ×幅×高さ㎝）

平成12年基準適合/排出ガス
ＰＭ８５％低減ディ―ぜル車

平成17年基準適合/ＰＭ１０％
低減重量車

平成22年機制適合/排出ガス
１０％低減車
平成19年基準適合/排出ガス
５０％低減車

キャブ
オーバー
キャブ

オーバー
脱着装置付

コンテナ専用車

脱着装置付 平成20年適合車
コンテナ専用車

脱着装置付
コンテナ専用車

平成21年基準適合適合/排出
ガス１０％低減車

平成21年基準適合適合/排出
ガス１０％低減車
平成17年基準適合/ＰＭ１０％
低減重量車

平成21年規制適合車

【積み替え保管施設】

積み替え保管施設は無い

【破砕処理施設】
　　　　　□破砕　　4.8ｔ/日（8時間）　　　　　　□圧縮　16.9ｔ/日(8時間）

27,000 1,291×249×319

塵芥車

塵芥車

塵芥車

セミトレーラー北九州１３０え１５５７

バン 北九州１０３あ５

バン 北九州１０４う８

バン 北九州１３２を６

北九州８３０ふ７７

13,600 1,196×250×379

バン 北九州１０９あ１ 13,800 1,195×249×377

13,100 1,195×249×378

バン 北九州１０３い７ 12,900 1,197×249×377

13,100 1,195×249１×378

北九州１０３さ３５６８ 7,900 628×231×249

565×249×31838,430北九州１３０え５５８セミトレーラー

589×221×2363,850北九州１３０そ７７８８

627×227×2498,000北九州１３０せ１８８

339×147×179350北九州483さ10-00

北九州８３０　３５６８ 3,800 734×223×274

678×22０×2162,000北九州１３０ち７１１

1,800 638×220×270

北九州８３０ふ８０ 2,650 637×220×250

742×227×2753,950北九州８３０す３８８塵芥車

719×222×2784,100北九州８３０さ２８８塵芥車

塵芥車 北九州８３０せ３８３８ 1,950 709×220×267

平成22年機制適合車756×220×2743,800北九州８３０さ５８８塵芥車

塵芥車 北九州８３０さ２８２８ 1,750 699×220×268

車輛型式 登録番号 最大積載量 排ガスレベル

塵芥車 北九州８３０す３７８ 1,950 663×２２２×261

塵芥車 北九州８３０さ３６８ 3,050 567×209×223



【受託した廃棄物の運搬量】

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 合計

廃プラスチック類 166,420 202,458 205,640 189,442 186,570 201,834 202,741 186,461 193,608 220,658 194,918 187,185 2,337,935

動植物性残渣 163,890 160,100 172,170 184,840 170,420 187,500 189,670 190,430 172,790 206,520 195,540 199,720 2,193,590

動物の死体 11,050 13,670 10,680 10,520 13,340 16,840 18,890 15,070 15,110 23,680 14,450 22,580 185,880

汚泥 8,160 7,510 7,340 7,660 8,320 8,100 6,840 6,320 32,790 77,410 69,350 76,740 316,540

混合廃棄物 10,990 6,720 7,590 3,440 12,160 7,370 5,830 8,750 3,970 6,990 3,740 9,160 86,710

木くず 0 0 0 0 2,260 0 12,760 0 0 0 2,370 2,470 19,860

金属くず 0 0 0 0 0 0 0 0 590 0 90 170 850
ｶﾞﾗｽくず、コンクリート
くず及び陶磁器くず 0 0 0 0 0 0 0 0 590 0 90 170 850

合計 360,510 390,458 403,420 395,902 393,070 421,644 436,731 407,031 419,448 535,258 480,548 498,195 5,142,215

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 合計

廃プラスチック類 192,678 191,031 170,303 176,847 178,913 199,405 186,630 167,062 185,211 201,754 189,461 184,932 2,224,227

動植物性残渣 203,900 187,490 202,330 187,590 171,130 168,750 165,430 137,690 143,560 142,640 152,790 137,630 2,000,930

動物の死体 23,550 21,990 31,170 15,060 18,540 11,290 16,340 16,090 15,930 9,080 11,050 15,610 205,700

汚泥 81,980 97,170 101,160 118,880 101,840 130,020 91,330 68,380 124,540 67,330 137,590 130,680 1,250,900

混合廃棄物 3,910 7,890 7,760 8,580 8,940 4,700 6,650 7,020 7,940 14,990 12,250 12,910 103,540

木くず 5,240 10,410 12,050 21,450 16,840 13,980 0 0 0 0 0 0 79,970

金属くず 120 110 160 50 60 140 100 0 260 0 0 200 1,200
ｶﾞﾗｽくず、コンクリート
くず及び陶磁器くず 12,130 14,790 15,410 11,600 10,600 8,550 0 0 7,610 11,950 13,760 13,150 119,550

がれき類 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,410 0 1,410

合計 523,508 530,881 540,343 540,057 506,863 536,835 466,480 396,242 485,051 447,744 518,311 495,112 5,987,427

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 合計

廃プラスチック類 207,170 249,243 247,329 234,514 214,780 307,495 294,739 269,512 415,497 359,313 390,989 344,029 3,534,610

動植物性残渣 144,430 163,680 206,080 184,420 179,700 262,730 342,820 318,850 292,645 327,130 381,210 410,680 3,214,375

動物の死体 16,190 15,620 22,400 21,260 27,260 34,660 28,080 28,570 25,050 18,870 16,110 19,080 273,150

汚泥 107,610 117,760 31,800 84,830 97,050 117,560 109,920 125,560 144,360 155,510 93,410 154,600 1,339,970

混合廃棄物 12,380 12,680 3,960 10,670 16,780 10,410 12,250 12,600 12,470 15,460 3,410 5,460 128,530

木くず 0 0 0 0 2,290 0 0 130 0 0 0 0 2,420

金属くず 210 140 1,830 869 120 1,171 724 386 1,770 0 0 190 7,410
ｶﾞﾗｽくず、コンクリート
くず及び陶磁器くず 12,340 7,920 9,172 8,643 7,850 7,782 10,139 6,806 10,880 8,590 7,470 8,660 106,252

がれき類 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ばいじん 0 0 0 13,370 0 43,080 0 0 0 0 0 0 56,450

燃え殻 0 0 0 118,340 0 52,630 0 13,580 28,450 80,630 77,900 56,150 427,680

合計 500,330 567,043 522,571 676,916 545,830 837,518 798,672 775,994 931,122 965,503 970,499 998,849 9,090,847

２１期（2020年10月～2021年9月）　　　産業廃棄物収集運搬量　(単位：Kg）

１９期（2018年10月～2019年9月）　　　産業廃棄物収集運搬量　（単位：Kg）

２０期（2019年10月～2020年9月）　　　産業廃棄物収集運搬量　（単位：Kg）



第１９期財務諸表 自　201８年10月1日
至　201９年9月30日

【貸借対照表】
(単位：千円）

流動資産 86,894 流動負債 46,461
固定負債 127,254

負債合計 173,715
固定資産 108,286

有形鏝資産 97,975 資本金 10,000
利益剰余金 11,464

投資その他の資産 10,311 純資産合計 21,464
資産合計 195,180 負債・純資産合計 195,180

【損益計算書】 (単位：千円）
453,153
239,730
213,423
201,010
12,413
1,784
1,267
12,930
392
608

12,714
2,914
9,800

【今期反省】

今期ＰＬは、目標売上高は達成、売上原価、売上総利益ともにほぼ計画通リ達成する事が
でき、結果として営業利益１．７倍、当期利益１．５倍と順調に伸びている。
反面、販管費は項目別にバラツキが多く予算管理できていない結果となっている。
今後は予実管理強化が必要。

ＢＳ面では、最重要課題である自己資本ｈ率１０％を達成する事ができた。
これにより、現在有する許可証の優良認定申請を行う事とする。

【来期目標】

売上高５億、今期達成した自己資本比率の維持と更なるアップを目標とする。
前期よりスタートした運送事業の基礎をつくる期としたい。

営　業　外　収　益
営　業　外　費　用
経　　常　　利　　益
特　　別　　利　　益
特　　別　　損　　失

負債の部

営　　業　　利　　益

資産の部

純資産の部

売　　上　　高
売　上　原　価

売　上　総　利　益
販売費・一般管理費

税引前当期純利益
法人税・住民税・事業税

当　期　純　利　益



第20期財務諸表 自　2019年10月1日
至　2020年9月30日

【貸借対照表】
(単位：千円）

流動資産 211,139 流動負債 42,320
固定負債 255,812

負債合計 298,133
固定資産 84,582

有形鏝資産 73,946 資本金 10,000
利益剰余金 −12412

投資その他の資産 10,636 純資産合計 −2412
資産合計 295,721 負債・純資産合計 295,721

【損益計算書】 (単位：千円）
430,514
192,369
238,145
255,918
−17,773
2,049
1,941

−17,665
0

6,103
−23,768
108

−23,876

【今期反省】

今期ＰＬは、売上高が前年より５ポイントのマイナス、その影響で売上原価が５ポイント下がった
事によって売上総利益は１１ポイント上がったものの販管費は２７ポイント上がった為に
営業利益・経常利益ともにマイナスとなってしまった、特損で計上した数値も本来は工場の処理能力を
アップさせる目的で保管していた破砕機・圧縮機を処分した事に起因する。
これらは、何れも新型コロナウィルスに関連する売上高のダウンに伴い、先行投資で準備していた案件が
コロナ渦で出来なくなってしまった事や、飲食店を中心とする得意先やホテル関係の売上が大幅に
ダウンした事により、新規得意先を確保しても追いつく事ができず、結果マイナス決算となってしまった。
しかしながら、今期に新規獲得できた得意先は何れも、過去何度トライしても獲得できなかった
超優良得意先であり、今後の期待値は高いと言える。

ＢＳ面でも、純資産の部でマイナスとなっており、数字上は債務超過となってしまった。
新規獲得に伴う、車輛の増車と工場への設備投資に備える為、借入金も増えているが
全て前向きの投資であり、今後回復できる見込みは非常に高い。
とわ言え、今期の決算結果は債務超過であり、予期せぬ出来事に対して、対応で来るだけの
体力が備わっていない事が露見したのも事実であり大いに反省している。

【来期目標】
新型コロナウィルスの影響は今後も継続すると言う観点から、不本意ではあるが売上目標は１９期同様
４億５千万、自己資本率のアップを最優先項目とし、コロナ渦でも耐えうる体質改善に臨む年とする。

法人税・住民税・事業税

当　期　純　利　益

営　業　外　費　用
経　　常　　利　　益
特　　別　　利　　益
特　　別　　損　　失
税引前当期純利益

売　上　原　価
売　上　総　利　益

販売費・一般管理費
営　　業　　利　　益
営　業　外　収　益

資産の部 負債の部

純資産の部

売　　上　　高



第2１期財務諸表 自　2020年10月1日
至　2021年9月30日

【貸借対照表】
(単位：千円）

流動資産 184,037 流動負債 56,623
固定負債 442,017

負債合計 498,640
固定資産 329,620

有形鏝資産 307,339 資本金 10,000
利益剰余金 5,017

投資その他の資産 21,969 純資産合計 15,017
資産合計 513,658 負債・純資産合計 513,657

【損益計算書】 (単位：千円）
600,535
266,921
333,614
320,523
13,090
8,081
1,939
19,233
3,260
4,958
17,535
106

17,429

【今期反省】

今期ＰＬは、売上高は前年より39.5ポイントと大幅なアップができたことにより営業・経常・純利益ともに
前年のマイナス決算から改善することができた。
要因としては、今期より八女市で始めた食品リサイクル工場の稼働が貢献した事と、コロナ禍での逆風を
新規開拓に向け活動した結果として、従来獲得ができなかった全国展開の取引先との取引が開始された事
リサイクル工場で製造する飼料の需要が高まった事が起因している。
今期を初年度として、長期経営計画を作成し予実管理を徹底することで予算達成の制度を上げて行くことが
今後の課題と考えている。

ＢＳ面は、今期より開始した食品リサイクルへの投資に伴う借入金等の影響もあり最終的に自己資本比率は
３％となり、優良認定基準を満たせていない。
コロナ禍での、前向きな投資を実施した結果として、前期掲げた目標は達成することができたが未だ、会社の
体力不足は否めない。

【来期目標】
売上高は、650,000千円とし、予実管理を強化する事、無駄な資産を見直し整理することで自己資本率を
上げる事、体力強化に向けた組織改革と社員育成に力を入れる事を今期目標とする。

当　期　純　利　益

経　　常　　利　　益
特　　別　　利　　益
特　　別　　損　　失
税引前当期純利益

法人税・住民税・事業税

売　上　総　利　益
販売費・一般管理費
営　　業　　利　　益
営　業　外　収　益
営　業　外　費　用

資産の部 負債の部

純資産の部

売　　上　　高
売　上　原　価



自：2017年10月1日

有限会社アリタサービス 至：2018年 9月30日
（単位：円）

株主資本 評価・換算 純資産
資本準備金 他資本剰余金利益準備金 他利益剰余金 合　　計 差額等合計 合　　計

当期首残高 10,000,000 -4528215 5,471,785 5471785
当期変動額
当期純利益 6,193,315 6,193,315 6193315
当期変動額合計 6,193,315 6,193,315 6193315
当期末残高 10,000,000 1,665,100 11,665,100 11665100

繰越利益 利益剰余金
剰余金 合　　計

当期首残高 -4,528,215 -4,528,215
当期変動額
当期純利益 6,193,315 6,193,315
当期変動額合計 6,193,315 6,193,315
当期末残高 1,665,100 1,665,100

利益剰余金の内訳

１８期株主資本等変動計算書

株主資本
新株予約権

資本金
資本剰余金 利益剰余金

自己株式



自：2018年10月1日

有限会社アリタサービス 至：2019年 9月30日
（単位：円）

株主資本 評価・換算 純資産
資本準備金 他資本剰余金利益準備金 他利益剰余金 合　　計 差額等合計 合　　計

当期首残高 10,000,000 1665100 11,665,100 11,665,100
当期変動額
当期純利益 9,799,373 9,799,373 9,700,373
当期変動額合計 9,799,373 9,799,373 9,799,373
当期末残高 10,000,000 11,464,473 21,464,473 21,464,473

繰越利益 利益剰余金
剰余金 合　　計

当期首残高 1,665,100 1,665,100
当期変動額
当期純利益 9,799,373 9,799,373
当期変動額合計 9,799,373 9,799,373
当期末残高 11,464,473 11,464,473

利益剰余金の内訳

１９期株主資本等変動計算書

株主資本
新株予約権

資本金
資本剰余金 利益剰余金

自己株式



自：2019年10月1日

有限会社アリタサービス 至：2020年 9月30日
（単位：円）

株主資本 評価・換算 純資産
資本準備金 他資本剰余金利益準備金 他利益剰余金 合　　計 差額等合計 合　　計

当期首残高 10,000,000 11,464,473 21,464,473 21,464,473
当期変動額
当期純利益 △23,876,041 △23,876,041 △23,876,041
当期変動額合計 △23,876,041 △23,876,041 △23,876,041
当期末残高 10,000,000 △12,411,568 △12,411,568 △2,411,568

繰越利益 利益剰余金
剰余金 合　　計

当期首残高 11,464,473 11,464,473
当期変動額
当期純利益 △23,876,041 △23,876,041
当期変動額合計 △23,876,041 △23,876,041
当期末残高 △12,411,568 △12,411,568

利益剰余金の内訳

20期株主資本等変動計算書

株主資本
新株予約権

資本金
資本剰余金 利益剰余金

自己株式



自：2020年10月1日

有限会社アリタサービス 至：2021年 9月30日
（単位：千円）

株主資本 評価・換算 純資産
資本準備金 他資本剰余金利益準備金 他利益剰余金 合　　計 差額等合計 合　　計

当期首残高 10,000 △12,412 △2,412 △2,412
当期変動額
当期純利益 17,429 17,429 17,429
当期変動額合計 17,429 17,429 17,429
当期末残高 10,000 5,017 15,017 15,017

繰越利益 利益剰余金
剰余金 合　　計

当期首残高 △12,412 △12,412
当期変動額
当期純利益 17,429 17,429
当期変動額合計 17,429 17,429
当期末残高 5,017 5,017

利益剰余金の内訳

21期株主資本等変動計算書

株主資本
新株予約権

資本金
資本剰余金 利益剰余金

自己株式



自：2018年１０月 １日
有限会社　アリタサービス 至：2019年  9月30日

この計算書類は、「中小企業の会計に関する基本要領」に沿って作成しています。

１．継続企業の前提に関する注記

２．重要な会計方針に係る事項に関する注記

　　資産の評価基準及び評価方法

　　　棚卸資産の評価基準及び評価方法

　原材料・仕掛品・製品・・・・・最終仕入原価法による原価法
　商品・貯蔵品・・・・・・・・・・・・最終仕入原価法による原価法

　　　　固定資産の減価償却の方法
　　　　　(１)　有形固定資産（リース資産除く）

　定率法又は、旧定率法を採用しております。
定率法又は、旧定率法を採用しております。
ただし、平成１０年４月１日以降に取得した建物(附属設備を除く)については、
旧定額法、平成１９年４月１日以降に取得した建物(附属設備を除く)については、
定額法、平成２８年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、
定額法を採用しております。

　　　　　(２)　無形固定資産・・・・・定額法又は、旧定額法を採用しております。

　　　　　(３)　リース資産・・・・・リース期間を耐用年数とし残存価額をゼロとする定額法を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　採用しております。

　　　　収益及び費用の計上基準

　　　　その他計算書類の作成の為の基本となる重要な項目

消費税等の会計処理

税抜き方式で計上している。

３．貸借対照表等に関する注記
有形固定資産の減価償却累計額 126,398,258円

４．株主資本等変動計算書に関すす注記

等事業年度末日における発行済株式の数 ２００株

５．一株当たり情報に関する注記

一株当たり純資産額 107,322円３６銭

一株当たり当期純利益 48,996円８６銭

　　個　　別　　注　　記　　表（１９期）



自：2019年１０月 １日
有限会社　アリタサービス 至：2020年  9月30日

この計算書類は、「中小企業の会計に関する基本要領」に沿って作成しています。

１．継続企業の前提に関する注記

２．重要な会計方針に係る事項に関する注記

　　資産の評価基準及び評価方法

　　　棚卸資産の評価基準及び評価方法

　原材料・仕掛品・製品・・・・・最終仕入原価法による原価法
　商品・貯蔵品・・・・・・・・・・・・最終仕入原価法による原価法

　　　　固定資産の減価償却の方法
　　　　　(１)　有形固定資産（リース資産除く）

　定率法又は、旧定率法を採用しております。
定率法又は、旧定率法を採用しております。
ただし、平成１０年４月１日以降に取得した建物(附属設備を除く)については、
旧定額法、平成１９年４月１日以降に取得した建物(附属設備を除く)については、
定額法、平成２８年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、
定額法を採用しております。

　　　　　(２)　無形固定資産・・・・・定額法又は、旧定額法を採用しております。

　　　　　(３)　リース資産・・・・・リース期間を耐用年数とし残存価額をゼロとする定額法を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　採用しております。

　　　　収益及び費用の計上基準

　　　　その他計算書類の作成の為の基本となる重要な項目

消費税等の会計処理

税抜き方式で計上している。

３．貸借対照表等に関する注記
有形固定資産の減価償却累計額 157,755,278円

４．株主資本等変動計算書に関すす注記

等事業年度末日における発行済株式の数 ２００株

５．一株当たり情報に関する注記

一株当たり純資産額 △１２,０５７円８４銭

一株当たり当期純利益 △１１９,３８０円２０銭

　　個　　別　　注　　記　　表（20期）



自：2020年１０月 １日
有限会社　アリタサービス 至：2021年  9月30日

この計算書類は、「中小企業の会計に関する基本要領」に沿って作成しています。

１．継続企業の前提に関する注記

２．重要な会計方針に係る事項に関する注記

　　資産の評価基準及び評価方法

　　　棚卸資産の評価基準及び評価方法

　原材料・仕掛品・製品・・・・・最終仕入原価法による原価法
　商品・貯蔵品・・・・・・・・・・・・最終仕入原価法による原価法

　　　　固定資産の減価償却の方法
　　　　　(１)　有形固定資産（リース資産除く）

　定率法又は、旧定率法を採用しております。
定率法又は、旧定率法を採用しております。
ただし、平成１０年４月１日以降に取得した建物(附属設備を除く)については、
旧定額法、平成１９年４月１日以降に取得した建物(附属設備を除く)については、
定額法、平成２８年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、
定額法を採用しております。

　　　　　(２)　無形固定資産・・・・・定額法又は、旧定額法を採用しております。

　　　　　(３)　リース資産・・・・・リース期間を耐用年数とし残存価額をゼロとする定額法を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　採用しております。

　　　　収益及び費用の計上基準

　　　　その他計算書類の作成の為の基本となる重要な項目

消費税等の会計処理

税抜き方式で計上している。

３．貸借対照表等に関する注記
有形固定資産の減価償却累計額 199,751,416円

４．株主資本等変動計算書に関すす注記

等事業年度末日における発行済株式の数 ２００株

５．一株当たり情報に関する注記

一株当たり純資産額 75,086円63銭

一株当たり当期純利益 87,144円47銭

　　個　　別　　注　　記　　表（21期）



【処理料金の提示方法】

■料金の提示方法

　　　収集運搬を行う現場の状況や、環境が異なる事や、収集運搬する品目が
　　　異なる事から、一律料金ではなく、その都度見積もりすることで対応しております。

■料金表・料金算定式

　　　　収集運搬料金につきましては、種類・数量・収集運搬にかかる距離や
　　　　現場で必要と考えられる人員等に応じて算出し料金表を提出させて頂きます。

■お問合せ

　　　　　ＴＥＬ０９３－６４１－０３６８

専門知識豊富な営業スタッフがお伺いさせて頂きます。
廃棄物の事なら何でもお問合せ下さい。



令和３年１１月１０日現在

アリタサービス組織図・人員配置

取 社

締 長
・

役 専

会 務

業務管理　１名

生産本部

営業本部

営　　業　２名

Ｄ・Ｂ　２０名

経理・総務　５名

管理本部

皇后崎工場　２名

八女工場　４名



【事業場の公開について】

　　　　事業場の見学については、電話又はメールにて
　　　　随時受け付けております。

　　　　内容によっては、ご回答にお時間を頂く事もございますが
　　　　あらかじめご了承願います。


